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	応用
	抗原情報
	背景
	カリクレインは、多様な生理機能を有するセリンプロテアーゼのサブグループです。多くのカリクレインが発がんに関与していること、そして一部のカリクレインが新たながんやその他の疾患バイオマーカーとなる可能性を示唆する証拠が増えています。この遺伝子は、19番染色体上のクラスターに位置する15のカリクレインサブファミリーメンバーの1つです。このタンパク質は、低分子量キニノーゲンから血管作動性ペプチドであるLys-ブラジキニンを遊離させる能力において、機能的に保存されています。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：低分子基質中のArg-|-Xaa結合の選択的切断。キニノーゲンからカリジン（リシル-ブラジキニン）を高度に選択的に遊離させる作用には、Met-|-XaaまたはLeu-|-Xaaの加水分解が関与する。,機能：腺性カリクレインはキニノーゲンのMet-Lys結合およびArg-Ser結合を切断し、Lys-ブラジキニンを遊離させる。,オンライン情報：カリクレインエントリー,PTM：Ser-93、Ser-104、およびSer-167のO結合型多糖は、おそらくGalNAcに結合したムチン型である。PubMed:3163150では、対応するペプチドと共にGalNAcが検出されたが、その位置は特定されていない。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。カリクレインサブファミリー。,類似性:1つのペプチダーゼS1ドメインを含む。,組織特異性:アイソフォーム2は、膵臓、唾液腺、腎臓、結腸、前立腺、精巣、脾臓、および結腸腺癌細胞株T84で発現している。,
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	KLK1ポリクローナル抗体を用いたMCF7細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

